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１学期に、学校全体で取り組むめあてを「かきくけこ」にまとめましたが、２学期も、一味 

違う「かきくけこ」です。始業式で、「みんなで か き く け こ をがんばりましょう。気を 

つけましょう。」という話をしました。２学期終業式でのふりかえりで、どの項目も１００点 

を目指してほしいと思います。 

か … 感動しましょう させましょう 

き … きまりを守りましょう 

く … 工夫してすごしましょう 

け … けがのない生活をめざしましょう 

こ … 言葉を大切にしましょう 

 各ご家庭においても、この か き く け こ 

を意識したお声掛けをお願いいたします。学校と 

家庭、異なる立場から同じ方向を向いた関わりを 

することが、教育的効果を高めます。 

校長として何度も学校通信を書いてきましたが、８月に「新学期を迎えました」という文言を書くとは、正直

思っていませんでした。 

では、あらためて・・・ 新学期を迎えました。昨日の始業式では、昨年とは比べられないほど涼しい体育館

で、久しぶりに子どもたちと再会しました。きっとどの教室でも、夏休みの思い出が語られたことと思います。

もしかしたら、この句のような光景、例えば、わっしょい百万夏まつりや関門海峡の 

花火を見た思い出が出てきたかもしれません。なお、杉田久女は北九州の小倉に縁の 

深い俳人で、この句も小倉で詠まれたものです。 

さて、２学期は「実りの秋」という言葉のとおり、年間の中でも子どもの成長の著 

しい学期と言えます。そこで、あらゆることに取り組むにあたって、しっかりと「心 

構え」をさせ、充実した学校生活が送れるように指導・支援をしていきたいと思いま 

す。とはいえ、休み明けで当分は体がなじみにくい時期です。ご家庭においても、生 

活リズムを整えるようご配慮をお願いいたします。 

 

本校の『１学期終業式』が 
テレビニュースで放送されました 

家庭数配布 

八八  幡幡  小小  だだ  よよ  りり  北九州市立八幡小学校 

   校長 田頭 麗宏 

 

夏休みの八幡小学校では… 

 子どもたちが登校しない夏休み（夏季休業期間）の間、教職員の勤務の中身は通常通りではありません。そこ

で、学校では毎年「この時だからできること」に取り組んでいます。 

その第一は研修です。多くの教職員が、さまざまな研修会に参加しました。また、校内でも。人権感覚を高め 

る研修、綱紀粛正研修などに加え、中央中学校と合同で、スクールカウンセラーを 

講師に迎えて子どもへの接し方（対人スキルアップ・自殺予防等）についての研 

修をしました。そのほか、２学期以降の学習教材等の準備、指導計画の立案等に 

取り組むなど、しっかり２学期に向けての準備を進めました。 

 また、掲示板を作り直したり、体育館のひな壇等の補修やペンキ塗りをしたり 

するなど、校内環境整備にも取り組みました。花壇の水やりやメダカやウサギの

お世話も、教職員が順番で頑張りました。 

秋山に 映りて消えし 花火かな    杉田 久女 

  

２学期のめあても か き く け こ 

 体育館での式の様子だ

けでなく、教室で「あゆみ」

を受け取ったり、夏休みに

楽しみにしていることを

発表したりする様子も取

材されました。 


